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JAニュース

10
月
24
日
い
わ
み

中
央
地
区
本
部
野
菜

生
産
協
議
会
キ
ャ
ベ

ツ
部
会
は
、
秋
冬

キ
ャ
ベ
ツ
の
目
合
わ

せ
会
を
行
い
ま
し

た
。
当
日
は
９
名
の

生
産
者
が
参
加
し
て

Ｊ
Ａ
の
担
当
職
員
が

規
格
、
梱
包
な
ど
の

説
明
を
し
ま
し
た
。

ベ
テ
ラ
ン
の
生
産
者

が
多
い
た
め
毎
年
、

説
明
な
ど
同
じ
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
新
し

い
発
見
も
あ
り
、
よ

い
時
間
を
共
有
出
来

た
と
生
産
者
か
ら
も
好
評
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
今
年

の
生
育
状
況
の
確
認
や
各
地
域
に
よ
っ
て
差
が
あ
る
た
め
情

報
、
意
見
も
積
極
的
に
交
わ
し
て
頂
き

ま
し
た
。
加
工
用
キ
ャ
ベ
ツ
と
合
わ
せ

て
面
積
も
拡
大
し
て
い
る
た
め
、
こ
れ

か
ら
収
穫
に
向
け
て
忙
し
く
な
り
ま
す

が
、
来
年
に
も
繋
が
る
よ
う
に
担
当
職

員
も
一
緒
に
な
っ
て
こ
の
キ
ャ
ベ
ツ
部

会
を
盛
り
上
げ
て
地
域
の
発
展
に
貢
献

し
て
い
き
ま
す
。

浜
田
市
旭
町
和
田
に
あ

る
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
和
田
給
油

取
扱
所
が
今
年
で
40
年
を

迎
え
る
に
あ
た
り
地
下
タ

ン
ク
の
改
修
が
必
要
と
な

る
中
、
地
元
和
田
地
区
か

ら
の
強
い
存
続
要
望
も
あ

り
関
係
機
関
と
検
討
を
重

ね
て
、
こ
の
た
び
浜
田
市

か
ら
の
補
助
金
を
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
11
月
１

日
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

当
日
は
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
式
典
の
主
催
で
あ
る
Ｊ

Ａ
し
ま
ね
い
わ
み
中
央
地
区
本
部
佐
々
木
豊
本
部
長
の
挨
拶

の
後
、
浜
田
市
の
砂
川
明
副
市
長
な
ど
参
加
者
か
ら
も
祝
辞

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

式
典
後
、
給
油
所
に
は

多
く
の
利
用
者
も
来
ら

れ
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
に

花
を
添
え
ま
し
た
。

地
域
の
要
望
を
受
け
て

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

し
た
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
和
田
給

油
取
扱
所
が
地
域
の
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
維
持
に
貢
献
し

ふ
れ
あ
い
の
場
と
な
る
こ

と
を
期
待
し
ま
す
。

10
月
28
日
、
益
田
市
西
部

家
畜
市
場
に
お
い
て
、
令
和

４
年
度
西
部
地
区
子
牛
共
進

会
が
開
催
さ
れ
、計
19
頭（
い

わ
み
中
央
地
区
本
部
か
ら
は

７
頭
）
の
雌
子
牛
が
出
品
さ

れ
ま
し
た
。

子
牛
共
進
会
は
、
発
育
、

体
形
、
資
質
な
ど
の
ほ
か
、

子
牛
ら
し
さ
が
評
価
の
対
象

と
な
り
ま
す
。
当
日
は
４
名
の
審
査
員
が
厳
正
な
審
査
を
行

い
、
そ
れ
ぞ
れ
優
秀
賞
、
優
良
賞
に
選
出
さ
れ
る
成
績
と
な

り
ま
し
た
。
こ
の
西
部
地
区
子
牛
共
進
会
当
日
ま
で
飼
養
管

理
、調
教
さ
れ
た
出
品
者
の
皆
さ
ん
本
当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。

地
域
の
要
望
を
受
け
て
！

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
和
田
給
油
取
扱
所
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

令
和
４
年
度

秋
冬
キ
ャ
ベ
ツ
目
合
わ
せ
会

優
秀
雌
子
牛
が
勢
ぞ
ろ
い

～
西
部
地
区
子
牛
共
進
会
～

＊敬称略
区分 名号 地区 出品者

優秀賞

は る く に ５ 弥栄町 佐々木祥二
さ よ こ 弥栄町 佐々木祥二
ま な み 金城町 大﨑　善夫
しょうふく１の５ 弥栄町 佐々木祥二

優良賞
4さ さ ゆ い4 江津市 佐々木健二
4さ さ ゆ い3 江津市 佐々木健二
いなだひさひめ 金城町 稲田　友行

い
わ
み
中
央
地
区
本
部

い
わ
み
中
央
地
区
本
部
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農業まつり 開催農業まつり 開催各各地地でで

　11月３日から11月20日にかけて各地域において農業まつりを開催いたしました。
　３年ぶりに各地で祭りが開催される事となり、それぞれの会場で農林産物品評会が行われ、盛
会に終了することができました。
　多くの皆様にご来場いただき、誠にありがとうございました。
　また、各会場でご出店いただきましたＪＡ女性部や関係者の皆様にも厚く御礼申し上げます。
　これからも地域の皆様のご支援とご協力をいただき、ＪＡの協同活動としての「農業まつり」
を開催してまいりたいと思います。

多くの皆様にご来場いただきありがとうございました。

第33回 弥栄産業まつり 第33回 さざんか祭り

2022 グリーンフェスタはまだ みすみフェスティバル

旭ふる里祭り 2022 2022 ごうつ秋まつり

い
わ
み
中
央
地
区
本
部

い
わ
み
中
央
地
区
本
部
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農
林
産
物
品
評
会
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
の
で
審
査
講

評
を
致
し
ま
す
。

　

本
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
終
息
が
見
え
な
い

中
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
各
地
区
で
の
農
林
産
物
品
評
会

は
３
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

審
査
に
あ
た
っ
て
の
主
な
留
意
点
と
し
て
、
消
費
者
の

視
点
に
立
ち
商
品
性
を
第
一
に
し
、
色
・
つ
や
・
形
・
均

一
性
・
病
害
虫
被
害
等
に
留
意
し
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
３
月
に
強
風
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
他
は

昨
年
と
同
様
、穏
や
か
な
天
候
が
続
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

降
雪
が
少
な
か
っ
た
た
め
、
水
不
足
に
よ
り
代
掻
き
の
で

き
な
い
水
田
や
、
田
植
え
後
の
水
不
足
及
び
、
夏
の
猛
暑

に
よ
り
生
育
に
影
響
を
受
け
た
圃
場
も
あ
り
ま
し
た
。

　

梅
雨
入
り
は
、
６
月
14
日
と
昨
年
に
比
べ
１
ケ
月
も
遅

く
、
６
月
28
日
梅
雨
明
け
と
最
短
の
梅
雨
と
な
り
ま
し
た

が
、
そ
の
後
降
雨
が
続
き
、
気
象
庁
は
梅
雨
明
け
の
修
正

を
発
表
す
る
よ
う
な
梅
雨
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
７
月
か
ら
盆
ま
で
は
毎
年
の
よ
う
に
猛
暑
日
が

続
き
、
水
稲
を
は
じ
め
農
作
物
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま

し
た
。
９
月
に
台
風
の
通
過
に
よ
る
農
産
物
へ
の
被
害
を
心

配
し
ま
し
た
が
、
大
き
な
被
害
も
な
く
収
穫
の
秋
を
迎
え

ま
し
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
春
先
の
強
風
・
水
不
足
・
猛
暑
・
台

風
等
に
よ
り
、
水
稲
を
は
じ
め
野
菜
・
果
樹
な
ど
気
候
に

悩
ま
さ
れ
る
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
の
水
稲
は
、
作
況
指
数
、
石
見
部
１
０
２
の
や
や
良

と
発
表
さ
れ
ま
し
た
が
、「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
を
中
心
に
倒
伏
被

害
が
多
か
っ
た
こ
と
と
、
水
不
足
に
よ
る
雑
草
の
発
生
が
多

く
収
量
・
品
質
に
影
響
が
あ
っ
た
生
産
者
も
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

秋
冬
野
菜
に
つ
い
て
は
、
高
温
に
よ
る
発
芽
不
良
、
コ

ナ
ガ
・
ヨ
ト
ウ
虫
が
多
い
と
言
わ
れ
る
中
、
病
害
虫
対
策

に
苦
労
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。

　

果
樹
に
つ
い
て
は
、
春
先
の
強
風
に
よ
り
多
少
の
被
害
が

あ
り
ま
し
た
が
、
病
害
虫
被
害
は
少
な
く
、
柿
・
梨
に
つ
い

て
は
大
玉
傾
向
と
な
り
収
量
は
平
年
並
み
と
な
り
ま
し
た
。

　

入
賞
さ
れ
た
出
品
物
は
、
色
・
艶
・
形
が
良
く
備
わ
っ
て

お
り
、消
費
者
に
と
っ
て
購
買
意
欲
を
そ
そ
る
も
の
で
し
た
。

　

残
念
な
が
ら
賞
に
も
れ
た
出
品
物
の
中
に
も
良
い
も
の

が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
今
後
も
生
産
に
励
ん
で
い

た
だ
き
、
来
年
も
数
多
く
の
出
品
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
、
審
査
講
評
と
し
ま
す
。

令
和
４
年
11
月　

Ｊ
Ａ
し
ま
ね　

い
わ
み
中
央
地
区
本
部

営　

農　

経　

済　

部

農
林
産
物
品
評
会
審
査
講
評

賞　
名

地
区
名

氏　
名

出
品
物

浜

田

市

長

賞
栃

木
金
高　
忠
幸
大

根

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
地
区
本
部
長
賞

横

谷
田
野
島
貴
美
子

大

根

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
地
区
本
部
長
優
秀
賞

栃

木
小
谷　
　
悟
白

菜

農
業
委
員
会
会
長
賞
小

坂
三
浦　
　
功
里

芋

女
性
の
会
会
長
賞
本
郷
下
三
浦　
文
枝
し
ょ
う
が

女
性
の
会
努
力
賞
本
郷
下
牛
尾
ト
ヨ
子
じ
ゃ
が
い
も

女
性
の
会
努
力
賞
西
の
郷
王
子　
幸
子
か

ぶ

女
性
の
会
努
力
賞
塚
の
元
三
浦　
洋
子
里

芋

女
性
の
会
努
力
賞
小

坂
小
松
原
信
夫
タ
ケ
ノ
コ
芋

総
出
品
数

50

賞　
名

地
区
名

氏　
名

出
品
物

西
部
農
林
水
産
振
興
セ
ン
タ
ー
所
長
賞

小

国
井
上　
和
枝
大

根

浜

田

市

長

賞
雲

城
菊
田　
順
子
キ
ャ
ベ
ツ

浜
田
市
農
業
委
員
会
会
長
賞

雲

城
川
神　
里
美
白

菜

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
地
区
本
部
長
賞

久

佐
小
谷　
保
雄
産

米

銀

　

賞
雲

城
松
本　
千
鳥
白

菜

銀

　

賞
波

佐
小
林　
敏
夫
し
ょ
う
が

銀

　

賞
波

佐
小
林　
敏
夫
里

芋

銀

　

賞
波

佐
河
崎　
　
健
ト

マ

ト

銀

　

賞
小

国
岩
本
美
佐
子
小

カ

ブ

銀

　

賞
小

国
田
中　
絹
江
キ
ャ
ベ
ツ

銀

　

賞
小

国
原
田　
英
子
大

根

銀

　

賞
久

佐
坂
田　
　
昇
ゆ

ず

銀

　

賞
久

佐
清
本　
澄
子
小

豆

銀

　

賞
小

国
田
中　
静
夫
産

米

銅

　

賞
雲

城
宮
田　
澄
江
大

根

銅

　

賞
雲

城
松
本　
千
鳥
白

ね

ぎ

銅

　

賞
雲

城
毛
利
ま
つ
み

柿

銅

　

賞
雲

城
佐
々
木
博
子
小

豆

銅

　

賞
波

佐
幸
田　
民
子
し
ょ
う
が

銅

　

賞
小

国
田
中　
静
夫

柿

銅

　

賞
小

国
油　
奈
津
代
じ
ゃ
が
い
も

銅

　

賞
小

国
田
中　
絹
江
大

根

銅

　

賞
小

国
森
本　
陽
子
大

根

銅

　

賞
今

福
石
本　
利
博

栗

銅

　

賞
久

佐
岡
田
千
代
女
里

芋

銅

　

賞
久

佐
流
田　
花
美
白

大

豆

銅

　

賞
久

佐
井
上
や
す
枝
さ
つ
ま
い
も

銅

　

賞
美

又
笹
後　
貞
夫
生
し
い
た
け

銅

　

賞
小

国
田
中　
新
一
産

米

総
出
品
数

164

（
敬
称
略
）

農
林
産
物
品
評
会

上
位
入
賞
さ
れ
た
皆
様

第
33
回
弥
栄
産
業
ま
つ
り

第
33
回
さ
ざ
ん
か
祭
り

い
わ
み
中
央
地
区
本
部

い
わ
み
中
央
地
区
本
部
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賞　
名

地
区
名

氏　
名

出
品
物

浜

田

市

長

賞
横

山
品
川　
悦
雄
西

条

柿

西
部
農
林
水
産
振
興
セ
ン
タ
ー
所
長
賞

佐

野
上
岡　
孝
昭
キ
ャ
ベ
ツ

浜
田
市
農
業
委
員
会
会
長
賞

上

府
吉
川　
幸
雄
乾

椎

茸

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
地
区
本
部
長
賞

内

村
斉
藤
み
ど
り
白

菜

優

秀

賞
長

見
来
須
美
津
子
人

参

優

秀

賞
生

湯
久
保
田
家
農
園

カ
リ
フ
ロ
ー
レ

優

秀

賞
田

橋
太
田　
靖
男
西

条

柿

優

秀

賞
上

府
川
﨑　
廣
子
小

豆

優

秀

賞
下

府
三
浦　
義
弘
里

芋

優

良

賞
田

橋
小
川　
泰
昭
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ

優

良

賞
熱

田
石
口　
信
子
ゆ

ず

優

良

賞
後

野
渡
辺　
豊
幸
大

根

優

良

賞
日

脚
的
場　
信
也
富

有

柿

優

良

賞
国

府
松
本　
昭
二
さ
つ
ま
い
も

優

良

賞
下
有
福
近
重　
邦
昭
産

米

総
出
品
数

179

２
０
２
２
グ
リ
ー
ン
フ
ェ
ス
タ
は
ま
だ

賞　
名

地
区
名

氏　
名

出
品
物

浜

田

市

長

賞
中

組
金
本　
　
晶
白

菜

西
部
農
林
水
産
振
興
セ
ン
タ
ー
所
長
賞

東
下
今
明

宮
崎　
友
江
白

ね

ぎ

浜
田
市
農
業
委
員
会
会
長
賞
東
下
今
明

河
形　
正
昭
大

根

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
地
区
本
部
長
賞

日
野
原
峠
田　
　
等
し
ょ
う
が

優

秀

賞
東
平
原
串
崎　
美
之
甘

柿

優

秀

賞
日
野
原
峠
田　
　
等
カ

ブ

優

秀

賞
中

組
金
本　
妙
子
大

根

優

秀

賞
周
布
地
竹
下
千
代
子
里

芋

優

秀

賞
東
下
今
明
支
援
セ
ン
タ
ー
み
ら
い

産

米

優

秀

賞
日
野
原
峠
田
恵
里
子
さ
つ
ま
い
も

優

秀

賞
宮
ケ
迫
斉
藤　
吉
子
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ

優

秀

賞
西
下
今
明

河
野　
純
子
小

豆

優

秀

賞
本

谷
隅
川　
栄
子
ゆ

ず

優

秀

賞
下
古
和
三
浦　
礼
子
レ

モ

ン

総
出
品
数

120

み
す
み
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

穀
類
の
部賞　

名

地
区
名

氏　
名

出
品
物

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
地
区
本
部
長
賞

和

田
森
井　
和
朝
産

米

優

良

賞
木

田
岩
地　
正
男
産

米

旭
ふ
る
里
祭
り
２
０
２
２

野
菜
の
部賞　

名

地
区
名

氏　
名

出
品
物

浜

田

市

長

賞
市

木
佐
々
木　
宏
ね

ぎ

優

秀

賞
木

田
藤
本　
正
士
白

菜

優

秀

賞
今

市
稲
田　
寿
夫
里

芋

優

良

賞
和

田
芳
川
ア
キ
ヨ
か

ぶ

優

良

賞
市

木
青
葉　
　
護
し
ょ
う
が

佳

良

賞
今

市
稲
田　
寿
夫
大

根

佳

良

賞
今

市
稲
田
富
多
子
里

芋

佳

良

賞
今

市
官
澤
千
恵
子
さ
つ
ま
い
も

特
産
の
部賞　

名

地
区
名

氏　
名

出
品
物

優

秀

賞
木

田
岩
倉　
純
子
生

椎

茸

優

秀

賞
市

木
青
葉　
　
真
花

卉

優

秀

賞
今

市
芳
川　
　
誠

梨

優

良

賞
市

木
竹
内　
礼
子
ゆ

ず

佳

良

賞
今

市
塚
田
千
代
子

柿

佳

良

賞
市

木
竹
内　
清
光
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ

ダ
イ
コ
ン
テ
ス
ト
の
部

賞　
名

地
区
名

氏　
名

重
か
っ
た
で
賞
（
６
・
45
㎏
）

今

市
官
澤　
真
雄

長
か
っ
た
で
賞
（
72
㎝
）

今

市
官
澤　
真
雄

ユ
ニ
ー
ク
賞

都

川
藤
沢　
京
子

総
出
品
数

137

賞　
名

地
区
名

氏　
名

出
品
物

江

津

市

長

賞
都

治
㈱
Ｍ
Ｏ
Ｇ

–

Ｍ
Ｏ
Ｇ

い

ち

ご

〃

川

平
増
本　
智
子
里

芋

〃

跡

市
河
上　
素
子
レ

モ

ン

西
部
農
林
水
産
振
興
セ
ン
タ
ー
所
長
賞

渡

津
田
原　
敏
昭
白

ね

ぎ

江
津
市
農
業
委
員
会
会
長
賞

川

平
瀬
頭　
龍
平
し
ょ
う
が

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
地
区
本
部
長
賞

二

宮
小
林　
泰
教
大

根

最

優

秀

賞
嘉
久
志
佐
々
木
包
喜
自

然

薯

最

優

秀

賞
都
野
津
香
の
宮
Ｆ
＆
Ａ

ほ
う
れ
ん
そ
う

最

優

秀

賞
千

田
森
口
セ
ツ
エ
み

か

ん

優

秀

賞
松

川
土
井　
正
人
白

か

ぶ

優

秀

賞
川

平
石
田　
孝
司
ゆ

ず

優

秀

賞
金

田
高
井　
邦
雄
里

芋

優

秀

賞
二

宮
島
田
眞
佐
美
さ
つ
ま
い
も

優

秀

賞
跡

市
上
手
満
津
枝
こ
ん
に
ゃ
く
芋

優

秀

賞
跡

市
平
川　
節
美
み

か

ん

優

秀

賞
有
福
温
泉

盆
子
原
美
穗
子

乾

椎

茸

優

良

賞
松

川
石
田　
　
將
生

椎

茸

優

良

賞
松

川
佐
々
木
美
音
子

白

菜

優

良

賞
渡

津
椿　
　
重
樹
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ

優

良

賞
嘉
久
志
森
下　
憲
安
南

瓜

優

良

賞
嘉
久
志
森
下　
憲
安
冬

瓜

優

良

賞
嘉
久
志
森
山　
悦
子
ゆ

ず

優

良

賞
都
野
津
野
原　
幸
子
小

豆

優

良

賞
二

宮
池
田　
隆
司
里

芋

優

良

賞
敬

川
島
田　
ヨ
シ
さ
つ
ま
い
も

優

良

賞
跡

市
佐
々
木　
要
大

根

優

良

賞
跡

市
中
谷　
光
義
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

優

良

賞
跡

市
中
谷　
光
義
富

有

柿

総
出
品
数

174

２
０
２
２
ご
う
つ
秋
ま
つ
り

い
わ
み
中
央
地
区
本
部

い
わ
み
中
央
地
区
本
部
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ふふれれああいい農農業業体体験験塾塾
笑顔いっぱい！ さつまいも掘り体験

令和４年10月30日、浜田市上府町の畑にてふれあい農業体験塾
を開催しました。当日は21家族（72名）が参加しいも掘りを体験
しました。
営農経済部職員の説明後、参加者の皆さんはスコップを手にさ

つまいも掘りをスタート！
大きく成長し、３個、５個と連なったさつまいもを手に笑顔で収穫

を楽しむ参加者の声が畑に響き渡りました。
食と農を学ぶ場としてふれあい農業体験塾を企画していますが、

収穫の喜びを体験したひと時でした。
ＪＡグループは「国消国産」を提唱しています。このふれあい

農業体験塾が地域の皆さんに食と農を考える場となるよう、地元
の農産物に興味を持っていただけるよう今後も活動していきます。

寿
ロ
ー
ド
２
０
２
２
『
周
防
大
島
み
か
ん
狩
り
と 

サ
ン
シ
ャ
イ
ン
サ
ザ
ン
セ
ト
で
の
昼
食
』
日
帰
り
旅
行

「
Ｊ
Ａ
し
ま
ね 

い
わ
み
中
央
地
区
本
部 

年
金
友
の
会
」
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
11
月

８
日
に
『
寿
ロ
ー
ド
２
０
２
２
』
日
帰
り
の

旅
を
催
行
し
ま
し
た
。

当
日
は
良
い
天
気
に
恵
ま
れ
、
瀬
戸
内
の

海
や
島
々
、
普
段
行
き
慣
れ
な
い
周
防
大
島

を
眺
め
る
車
窓
旅
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
旅
行
目
的
で
あ
る
み
か
ん
狩
り
は
、

海
を
見
下
ろ
す
緩
や
か
な
斜
面
に
あ
る
『
佐
々

木
農
園
』
さ
ん
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

こ
ち
ら
の
農
園
は
地
面
が
固
い
た
め
歩
き
や
す

く
、
み
か
ん
の
樹
木
が
低
い
た
め
収
穫
し
や
す

く
、
と
て
も
整
備
さ
れ
た
観
光
農
園
で
し
た
！

み
か
ん
狩
り
を
終
え
て
、
サ
ン
シ
ャ
イ
ン

サ
ザ
ン
セ
ト
で
ラ
ン
チ
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
昼
食
会
場
は
ハ
ワ
イ
の
ビ
ー
チ
サ
イ
ド

に
あ
る
ホ
テ
ル
の
よ
う
な
雰
囲
気
が
あ
り
、

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
の
ロ
ビ
ー
を
抜
け
ウ
ッ
ド

デ
ッ
キ
に
出
る
と
、
白
い
砂
浜
と
穏
や
か
な

海
が
広
が
り
浜
辺
の
オ
ブ
ジ
ェ
も
良
い
ア
ク

セ
ン
ト
に
な
っ
て
素
敵
な
景
色
で
し
た
。

天
気
の
良
さ
も
相
ま
っ
て
、
と
て
も
良
い

日
帰
り
旅
行
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
大
切
な
年
金
を
Ｊ
Ａ
で
お

受
け
取
り
の
皆
さ
ん
が
、
年
金
友
の
会
で
企

画
す
る
イ
ベ
ン
ト
に
集
ま
っ
て
、
元
気
に
、
楽

し
く
過
ご
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
思
い
出
作

り
を
お
手
伝
い
し
て
ま
い
り
ま
す
。

～
年
金
受
給
者
１
０
３
名
の
み
な
さ
ん
に
お
楽
し
み
い
た
だ
き
ま
し
た
～

い
わ
み
中
央
地
区
本
部

い
わ
み
中
央
地
区
本
部
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江
津
西
支
店
祭
り

初
心
者
い
ら
っ
し
ゃ
い

『
Ｊ
Ａ
ス
マ
ホ
教
室
』

熱
い
戦
い
本
部
長
杯

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
開
催

令
和
４
年
10
月
23
日
、

江
津
西
支
店
に
て
支
店
祭

り
を
開
催
し
ま
し
た
。

４
年
目
と
な
る
支
店

祭
り
で
し
た
が
、
開
催
前

か
ら
来
店
客
か
ら
楽
し

み
に
し
て
い
る
な
ど
と
話

題
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、

１
６
０
人
を
超
え
る
地
域
の
皆
さ
ん
の
来
場
が
あ
り
ま
し
た
。

跡
市
女
性
部
に
よ
る
炊
き
込
み
ご
飯
・
ち
ら
し
寿
司
の
販

売
や
ト
ラ
ク
タ
ー
写
真
撮
影
な
ど
様
々
な
出
し
物
の
ほ
か

に
、
地
元
保
育
園
の
児
童
に
よ
る
「
ぬ
り
絵
コ
ン
テ
ス
ト
」

や
祭
り
の
終
盤
に
「
お
楽
し
み
抽
選
会
」
を
行
う
等
、
賑
や

か
な
支
店
祭
り
と
な
り
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
い
わ
み
中
央
地

区
本
部
で
は
11
月
４
日
、
三
隅

支
店
に
お
い
て
ス
マ
ホ
初
心
者

で
、
も
っ
と
ス
マ
ホ
を
便
利
に

使
い
た
い
方
を
対
象
に
Ｊ
Ａ
ス

マ
ホ
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
応
募
の
あ
っ
た
14
名
の

方
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
日
の
講
座
テ
ー
マ
は「
ア

プ
リ
を
楽
し
も
う
」
で
、
ド
コ
モ
シ
ョ
ッ
プ
の
ス
タ
ッ
フ
を

講
師
に
迎
え
、
ア
プ
リ
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
や
ア
ン
イ
ン
ス

ト
ー
ル
の
仕
方
、危
険
な
ア
プ
リ
に
つ
い
て
勉
強
し
ま
し
た
。

店
舗
や
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
行
か
な
く
て
も
ス
マ
ホ
で
口
座
残
高
や

取
引
明
細
の
確
認
が
簡
単
に
で
き
る
こ
と
を
「
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク

ア
プ
リ
」
で
体
験
し
た
ほ
か
、

Ｊ
Ａ
共
済
ア
プ
リ
で
は
自
動
車

事
故
の
際
、
ア
プ
リ
か
ら
連
絡

す
る
と
Ｇ
Ｐ
Ｓ
で
現
場
が
特
定

で
き
る
事
な
ど
の
説
明
を
受
け
、

参
加
者
は
便
利
な
機
能
に
驚
か

れ
て
い
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
方
は
「
Ｊ
Ａ
ア

プ
リ
を
教
え
て
も
ら
っ
て
よ

か
っ
た
。
便
利
に
使
い
た
い
。」

と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
当
地

区
本
部
で
は
全
店
舗
（
９
支
店
・

１
出
張
所
）
で
開
催
し
、
好
評

い
た
だ
き
ま
し
た
。

10
月
11
日
、
浜
田
市
東

公
園
ふ
れ
あ
い
広
場
に
て
、

「
第
28
回
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
い
わ

み
中
央
地
区
本
部
年
金
友

の
会
地
区
本
部
長
杯
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
大
会
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

10
月
に
し
て
は
肌
寒
さ

を
感
じ
る
中
、
６
チ
ー
ム

35
人
の
方
が
参
加
し
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

競
技
中
は
終
始
熱
い
声

が
飛
び
交
い
、
勝
利
に
向

け
て
チ
ー
ム
が
一
丸
と

な
っ
た
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

優
勝
し
た
ひ
が
ん
花
チ
ー
ム
（
弥
栄
）
か
ら
は
「
声
を
か

け
あ
い
チ
ー
ム
を
結
成
し

て
楽
し
み
た
く
参
加
し
ま

し
た
。
そ
れ
が
優
勝
で
き

て
幸
せ
で
し
た
。」
と
の
声

が
聞
か
れ
ま
し
た
。

親
睦
を
深
め
た
１
日
と

な
り
ま
し
た
。
当
日
の
結

果
は
次
の
と
お
り
と
な
り

ま
し
た
。

優
　
勝
　
ひ
が
ん
花

準
優
勝
　
宇
野
同
好
会

第
三
位
　
浜
田
西

い
わ
み
中
央
地
区
本
部
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2022年12月号

１．樹形と整枝法
枝が伸びやすいもの、開帳しやすいものなど樹種によって異なります。本来の性質にあった樹形を目
標とします。
①梅、桃、柿（富有）
　……開心形、開心自然形
②栗、柿（西条）、リンゴ、サクランボ
　……主幹形・変則主幹形

２．剪定の種類
●切り返し剪定
枝の途中で切るのが切り返し剪定です。先端
を強く伸ばして骨格となる枝を育てたり、先端
が下垂して弱ってきた枝の勢いを回復させたり
する切り方です。

●間引き剪定
枝の幹部から切るのが間引き剪定です。込み合った部分の枝を間引き日当たり、作業性などを向上
させる剪定です。切り返し剪定に比べて、樹が落ち着き、花芽がつきやすくなります。

３．骨格枝の先端の剪定の仕方
中心の１本が強くまっすぐに伸びるように、強い競争
枝は切り取り、全体として三角形になるようにします。

４．その他気をつけること
大きな枝を切り落とすと、切り口から病原菌が侵入して枝が枯れ
込む危険があります。
太い枝を切る際は、
①切り落とす枝の基部を長く残さない。
②切り口を平滑にする。
③癒合促進剤を塗布するなどして切り口の癒合を促進しましょう。

果樹剪定果樹剪定（落葉果樹）（落葉果樹）!!!!

目的：その１　伸びた枝や不要な枝を切り落すことで木の形を作り出す。
　　　その２　木を切ることで風通しをよくし病気や害虫から守る。
　　　その３　木に花や実がきれいにつくようにする。
時期：木の種類にもよりますが、果樹の基本的な剪定時期は１２月～2月とされています。

※ともに新梢を約50％剪定した場合（●●印は花芽）

い
わ
み
中
央
地
区
本
部

い
わ
み
中
央
地
区
本
部
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島根県西部農林水産振興センターからのお知らせ

西部農林水産振興センター農業振興部：0855-29-5619

パイプハウス雪害対策パイプハウス雪害対策
今年も雪が降る季節が近づいて来ました。パイプハウス
等の施設については、島根県内でも毎年のように降雪によ
る被害が発生しています。
気象庁が発表した11～１月の冬の天候の見通し（10月
25日発表）では、気温は平年並みか低く、降水量は平年
並みか多い見込みとなっています。近年は異常気象が原因
と思われる災害が頻発していますので、気を抜くことなく、
被害を抑えるためのできる限りの対策をしましょう。

☆対策時注意事項
（１）ヘルメットを被る、滑りにくい靴を履くなど、十分な装備を整えて作業しましょう。
（２）降雪時に見回りをするときは安全に注意し、必ず複数人で作業しましょう。
（３）積雪により倒壊する恐れのある施設には、近づかないようにしましょう。
（４）ハウスの雪降ろし等を行う際には複数人で作業を行い、転落しないように注意しましょう。

今すぐできる対策例 
①雪をスムーズに落とす
降雪時に被覆資材のたるみが出ないように、マイカ線等でピンと張り直しておく。
降雪時はハウスサイドの雪を取り除き、屋根の雪が落ちるようにする。
②中柱による補強
パイプや木材、竹等を約３ｍの間隔で設置する。外れないように棟パイプに確実に固定
する。
③筋交い補強
奥行き方向および間口方向の倒れを防止し、さらに不均等な積雪による横倒れを防止す
るなど、ハウス全体の耐力上昇につながる。筋交いの根元はしっかりと地中に埋め込む。
④その他：タイバーの取り付け、損傷部の補修等

※記載内容は対策の一例です。お住まいの地域に合った対策が必要です。

① ② ③

い
わ
み
中
央
地
区
本
部

い
わ
み
中
央
地
区
本
部
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10
月
15
日
い
わ
み
中
央
江
津
女
性
部
跡
市
支
部
（
平
川
節

美
部
長
）
は
跡
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
「
大
福
作
り
講

習
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

部
員
の
森
﨑
玉
恵
さ
ん
が
講
師
と
な
り
、
２
０
１
９
年
10

月
号
の
家
の
光
「
柿
の
大
福
」
を
参
考
に
今
が
旬
の
地
元
産

「
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
」
に
ア
レ
ン
ジ
し
て
作
り
ま
し
た
。

は
じ
め
に
カ
ッ
ト
し
た
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
を
一
粒
ず
つ

白
あ
ん
で
包
み
、
次
に
白
玉
粉
と
砂
糖
と
水
を
電
子
レ
ン
ジ

で
加
熱
し
て
で
き
た
餅
生
地
で
包
ん
で
出
来
あ
が
り
。

餅
生
地
は
加
熱
後
、
時
間
と
の
勝
負
が
ポ
イ
ン
ト
で
、
最

初
時
間
が
た
っ
た
も
の
は
生
地
が
伸
び
な
く
な
り
き
れ
い
に

包
め
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
徐
々
に
要
領
が
つ
か
め
る

と
き
れ
い
な
形
の
大
福
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

部
員
の
み
な
さ
ん
は
「
み
ん
な
で
す
る
と
案
外
簡
単
に
で

き
て
う
れ
し
い
わ
」「
忘
れ
な
い
う
ち
に
す
ぐ
に
家
に
帰
っ
て

作
っ
て
み
よ
う
」
と
大
好
評
で
し
た
。
最
後
に
で
き
た
て
の
絶

品
ふ
わ
ふ
わ
の
大
福
を
い
た
だ
き
な
が
ら
部
員
同
士
の
話
も

弾
み
、
よ
り
一
層
交
流
も
深
ま
り
ま
し
た
。

い
わ
み
中
央
女
性
部
（
德
田
マ
ス
ヱ
部
長
）
は
コ
ロ
ナ
禍

で
生
活
に
困
窮
し
て
お
ら
れ
る
方
々
へ
の
支
え
に
な
れ
ば
と

全
女
性
部
員
で
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
運
動
を
展
開
し
ま
し
た
。

集
ま
っ
た
沢
山
の
食
材
は
浜
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
以
下

浜
田
市
社
協
）へ
少
し
で
も
役
に
立
て
ば
と
贈
呈
し
ま
し
た
。

浜
田
市
社
協
の
担
当
職
員
か
ら
「
現
在
生
活
に
困
窮
さ
れ

て
い
る
方
々
が
一
日
も
早
く
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
生
活
に
戻
れ

る
よ
う
提
供
い
た
だ
い
た
食
材
を
届
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。」
と
感
謝
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
大
福
」作
り

江
津
跡
市
女
性
部

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
運
動
に
支
援

Ｊ
Ａ
女
性
部

JA女性部が企画する研修会です！研修会を通して新しい仲間をつくりませんか？

＊＊＊＊ JA女性部と一緒にやりたい事を見つけて、楽しく学びましょう!! ＊＊＊＊

開催日：令和５年２月15日㈬ 10時00分～12時00分
会　場：JAしまねいわみ中央地区本部　２階　ふれあいホール
講　師：JA女性部
参加費：2,000円（出来上がり約４㎏）
持参品：エプロン・三角巾・マスク・保存容器（瓶・タッパーなど）
定　員：30名　※男性・女性　問わず参加可能です。

締切日：令和５年１月13日㈮　※定員になり次第締め切らせていただきます。

お申込み・問い合わせ先　いわみ中央地区本部 ふれあい課　TEL：0855-22-0202　FAX：0855-23-3184

きてみちゃんさい参加者募集参加者募集
安心・安全!! 手作り味噌安心・安全!! 手作り味噌

～みそ作り～～みそ作り～

い
わ
み
中
央
地
区
本
部

い
わ
み
中
央
地
区
本
部
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12月27日～30日（周布店は27日～29日）にかけて、毎年恒例の年の瀬市を開
催します。しめ縄や花木はもちろん、弥栄肥育牛（しまね和牛）肉を販売します。
また、昨年好評だった餅つきも計画中です。ぜひお越しください。
※30日の営業は午前中のみとなります。
※�きんさい市場では　はまだ応援チケット（共通券・地元応援券）がご利用いた
だけます。

お知らせ

年の瀬市を開催します年の瀬市を開催します
きんさい市場

ＪＡしまね 令和４年度中途採用職員（令和５年４月採用）募集要項
　島根県農業協同組合　いわみ中央地区本部では、下記のとおり令和５年４月に採用する
職員で、高等学校卒業以上の学歴を有する方を対象に職員募集を行います。

記
◆応 募 資 格
　高等学校卒業以上（令和５年３月卒業見込者を含む）の学歴を有し、1983年４月２日
以降に生まれた方
◆採用予定者数
　３名
◆職　　　　種
　正職員（総合職）
◆応募受付期間
　令和４年11月24日（木）～令和５年２月28日（火）
◆応 募 書 類
①自筆履歴書（３ヶ月以内に撮影した写真を貼ったもの）
②学業成績証明書
③受験票添付用写真　１枚（タテ４㎝　ヨコ３㎝）
※申込に際しての提出書類はお返し致しません。
◆選 考 方 法
◇書類選考 
◇筆記試験　（基礎能力試験、適正試験、小論文、面接試験）
◆初 任 給
　142,000円（高校卒の初任給）～200,000円  ※「令和４年実績」
◆書類提出先（お問い合わせ先）
〒697－0024　島根県浜田市黒川町3741　
島根県農業協同組合　いわみ中央地区本部
企画総務部　総務課（担当　大田、田中）　
電話　0855－22－0202（代表）

【個人情報の取り扱いについて】
　ご提出いただいた個人情報については、島根県農業協同組合職員採用目的にのみ使用し、漏洩、滅失、
毀損の防止等、安全管理のために必要な措置を適切に行います。

い
わ
み
中
央
地
区
本
部
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年末年始のご案内

12月24日㈯ 12月25日㈰ 12月26日㈪ 12月27日㈫ 12月28日㈬ 12月29日㈭ 12月30日㈮ 12月31日㈯
産直きんさい市場
黒川店 通常営業 年の瀬市　8：30～17：00 8：30～12：00

休業
産直きんさい市場
周布店

通常営業
通常営業 年の瀬市　9：00～12：00 休業

地域交流プラザ
まんてん 通常営業 7：00～19：00

道の駅
サンピコごうつ 年末セール　9：00～18：30 9：00～17：00 休業

１月１日㈰ １月２日㈪ １月３日㈫ １月４日㈬ １月５日㈭ １月６日㈮ １月７日㈯～
産直きんさい市場
黒川店

休業
初売り8：30～ 通常営業

産直きんさい市場
周布店 1月9日㈪まで休業

道の駅
サンピコごうつ 休業 初売り

9：00～18：30 通常営業

12月28日㈬ 12月29日㈭ 12月30日㈮ 12月31日㈯ １月１日㈰ １月２日㈪ １月３日㈫ １月４日㈬
営農経済センター
（浜田・江津・三隅・
金城・弥栄・旭）

通常営業 休業 通常営業

資材注文センター
配送 通常配送 休業 通常配送

平和街給油所 通常営業 7：00～17：00 休業 8：00～17：00 通常営業

通帳・キャッシュカード紛失の場合
【営業時間内は各支店・出張所にて受付】0120-572-045

ＪＡカード・クレジットカード紛失の場合
【24時間・365日受付】0120-159-674

ＪＡ自動車共済ご加入の方へ

自動車事故の受付
（24時間・365日受付） 0120-258-931 自動車故障時の応急対応が必要な時は

（24時間・365日受付） 0120-063-931

葬祭センター
（虹のホールはまだ・みすみ）

（年末年始無休対応）
0120-222-532 江津葬祭会館 （年末年始無休対応）

0120-522-354

店舗・ATM 12月30日㈮ 12月31日㈯ １月１日㈰ １月２日㈪ １月３日㈫ １月４日㈬
支店・出張所各窓口

通常営業

営業をお休みします

通常営業

Ａ
Ｔ
Ｍ
コ
ー
ナ
ー

浜 田 支 店 9：00～17：00
シティパルク浜田 9：00～17：00 休止します 9：00～17：00
浜 田 西 支 店 9：00～17：00
長 浜 事 業 所

9：00～17：00 休止します
美 川 事 業 所
浜 田 東 支 店 9：00～17：00
上 府 事 業 所 9：00～17：00 休止します
江 津 支 店

9：00～17：00
Aコ ー プ ご う つ
江 東 事 業 所 9：00～17：00 休止します
江 津 西 支 店

9：00～17：00
三 隅 支 店
虹のホールみすみ前
金 城 支 店
波 佐 事 業 所 9：00～17：00 休止します
雲 城 出 張 所

9：00～17：00弥 栄 支 店
旭 支 店
市 木 9：00～17：00 休止します
当地区本部以外のJAしまねATMについては、ATMコーナーにより営業日、営業時間が異なります。詳しくはJAしまねHPをご覧ください。

い
わ
み
中
央
地
区
本
部



いわみ中央地区本部 ローンセンター
ローン相談開催中 毎月 第２・第４土曜日

受付時間／9：30～16：00
１月 14日・28日

いわ
み中

央地区本部１階

ロー
ンセン

ターでお待ちしております!!

JAしまね　いわみ中央統括支店ローンセンター
〒697-0024 島根県浜田市黒川町3741
℡（0855）22-8816　FAX（0855）22-0203

お問い合わせ

©よりぞう

江
津
市
跡
市
町
に
あ
る「
阿
刀
の
里（
あ
と
の
さ
と
）」・
農
産
加
工
場「
干
季（
ゆ

き
す
え
）」
を
紹
介
致
し
ま
す
。

同
施
設
は
、
江
津
市
街
か
ら
南
へ
約
６
㎞
、
跡
市

地
区
の
古
い
街
並
み
の
中
に
位
置
し
ま
す
。
地
元
に

買
い
物
が
で
き
る
店
舗
が
な
い
事
を
憂
い
、
い
わ
み

中
央
江
津
女
性
部
跡
市
支
部
長
の
平
川
節
美
さ
ん

が
中
心
と
な
っ
て
、
平
成
25
年
７
月
に
町
の
コ
ン
ビ

ニ
と
し
て
オ
ー
プ
ン
・
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
店
名

は
同
地
区
が
古
く
は
阿
刀
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と

に
由
来
し
ま
す
。
店
舗
内
に
は
利
用
者
向
け
に
テ
ー

ブ
ル
や
イ
ス
が
配
置
さ
れ
、
買
い
物
の
合
間
に
誰
で

も
く
つ
ろ
げ
ま
す
。
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
で
休

憩
や
談
笑
な
ど
で
き
、
ど
な
た
で
も
気
軽
に
立
ち
寄

れ
ま
す
。

今
年
11
月
に
は
建
物
内
に
、農
産
加
工
場
「
干
季
」

が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。
Ｉ
タ
ー
ン
農
業
者
で
あ
る
新

納
英
司
さ
ん
が
、
地
元
の
就
労
の
場
、
働
く
こ
と
に

生
き
が
い
を
感
じ
て
い
た
だ
く
一
助
に
な
れ
ば
と

建
物
内
を
改
装
し
、
加
工
場
を
運
営
さ
れ
て
い
ま

す
。
現
在
は
、あ
ん
餅
や
平
餅
を
中
心
に
製
造
さ
れ
、

阿
刀
の
里
は
勿
論
の
こ
と
、
江
津
市
内
外
で
販
売
さ

れ
て
い
ま
す
。
赤
飯
や
お
こ
わ
の
他
、
ご
自
身
が
栽

培
さ
れ
て
い
る
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
の
ス
イ
ー

ツ
製
造
販
売
が
予
定
さ

れ
て
お
り
、
地
域
の
方

の
要
望
に
応
じ
て
惣
菜

な
ど
も
製
造
で
き
れ
ば

と
考
え
て
お
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
地
域
に

密
着
し
た
施
設
で
す
。

近
く
を
お
通
り
の
際
に

は
、
ぜ
ひ
お
買
い
物
に

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

「
阿あ

と刀
の
里さ

と

」・
農
産
加
工
場
「
干ゆ

き

す

え季
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
江
津
市
跡
市
町

1月25日㈬
江津支店

午後３時から
午後７時まで

メガネ・補聴器巡回スケジュール年金相談会

ご自身・ご家族のメガネ調整、補聴器点検等気軽にお立寄り下さい‼

開　催　日 時　　間 会　　場

１月10日㈫ 午前９時－午後12時 Aコープやさか前

１月11日㈬ 午前９時－午後1時 波佐事業所

１月12日㈭ 午前９時－午後1時 三隅支店

１月13日㈮ 午前９時－午後1時 Aコープあさひ前

１月23日㈪ 午前９時－午後1時 長浜事業所

開　催　日 時　　間 会　　場

１月24日㈫ 午前９時－午後1時 雲城出張所

１月25日㈬ 午前９時－午後1時 江東事業所

１月26日㈭ 午前９時－午後1時 金城支店

１月27日㈮ 午前９時－午後1時 上府事業所
※天候によっては開始時間が遅くなる場合がございます。

い
わ
み
中
央
地
区
本
部
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